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た
こ
と
で
、
放
電
式
で
発

生
し
て
し
ま
う
有
害
な
窒

素
酸
化
物
を
生
成
せ
ず
、

安
全
を
確
保
。
イ
ベ
ン
ト

会
場
や
会
議
室
、
一
般
家

２
台
。
強
い
酸
化

力
を
持
つ
オ
ゾ
ン

を
発
生
さ
せ
る
こ

と
で
、
空
間
に
存

在
す
る
細
菌
や
ウ

イ
ル
ス
を
不
活
化

し
、
清
浄
化
す
る

も
の
。
エ
ア
ー
ビ

ー
ナ
ス
は
90
畳
、

ミ
ニ
は
40
畳
に
対

応
す
る
。

　

生
成
に
Ｕ
Ｖ
ラ

ン
プ
式
を
採
用
し

地
元
企
業
が
日
の
出
町
に
寄
贈

　

贈
ら
れ
た
の
は
オ
ー
ク

製
作
所
（
本
社
・
町
田
市
）

が
製
造
す
る
エ
ア
ー
ビ
ー

ナ
ス
１
台
と
小
型
化
し
た

エ
ア
ー
ビ
ー
ナ
ス
・
ミ
ニ

　

感
染
症
対
策
に
役
立
て

て
欲
し
い
と
、
日
の
出
町

三
吉
野
工
業
団
地
内
に
あ

る
ケ
イ
・
ワ
イ
・
ラ
イ
ト

（
齊
藤
章
浩
社
長
）
と
オ

ー
ク
製
作
所
日
の
出
工
場

（
香
山
登
工
場
長
）
は
11

月
15
日
、
日
の
出
町
に
オ

ゾ
ン
室
内
用
除
菌
消
臭
器

を
寄
贈
し
た
。
同
町
庁
舎

で
田
村
み
さ
子
町
長
に
贈

呈
し
た
。

秋川駅

五日市街道

●あきる野とうきゅう

■←
ココ
●西武信金

秋川駅徒歩1分

初診料 3,000円
治療費 3,500円

（学生2,500円）

あきる野市秋川1-1-13共和ビル3階

０４２（５５０）５５９１　完全予約診療（当日予約も可） 土日も診療

秋川駅北口

坐骨神経痛＝お尻から足にかけて痛み、
シビレで歩くことが困難な方笹

原
プ
ロ
は

「
私
が
元
気
に
大
会
に
出
場
で
き

る
の
は
痛
め
た
腰
・
肩
の
治
療
を

受
け
、体
の
ケ
ア
を
し
て
い
る

か
ら
で
す
」

どこにいっても直らなかった方へ(3密対策を徹底)

この広告で来院した方は

初診料無料
坐骨神経痛、ヘルニア（腰、頚椎）、脊
椎管狭さく、五十肩、ひざ関節症、肩
こり、エルボ（テニス・ゴルフ）、湿疹、
スポーツ障害など

41年の実績
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２
０
２
２
年
に
創
業
１
０
０
年
を
迎

え
る
交
運
社
。
こ
の
会
社
こ
そ
、
東
京

西
部
の
カ
ー
ラ
イ
フ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
多
摩
の
原
点
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
１
９
６
０
年
、
同
社
が
交

運
社
の
自
動
車
販
売
部
門
と
し
て
出
発

し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
「
い
ま
、
取
締
役
会
長
と
し
て
交
運

社
の
重お
も
し石

に
な
っ
て
い
る
の
が
父
の
征

利
。
あ
え
て
い
え
ば
守
成
の
人
。
自
動

車
整
備
会
社
の
５
代
目
と
し
て
福
生
で

地
域
密
着
の
着
実
な
運
営
を
行
っ
た
。

１
０
０
周
年
は
新
た
な
創
業
の
と
き
と

い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
」

　

両
社
の
社
長
を
兼
務
す
る
田
村
勝
彦

氏
の
言
葉
だ
。
交
運
社
の
社
史
に
は
、

勝
彦
氏
の
曽
祖
父
・
曾
祖
母
に
あ
た
る

田
村
孫
次
郎
氏
と
キ
ヨ
さ
ん
、
都
議
会

議
員
で
も
あ
っ
た
祖
父
の
利
一
氏
と
い

っ
た
名
前
が
残
る
。
そ
ん
な
先
代
た
ち

が
築
き
上
げ
た
家
業
を
よ
り
堅
固
に
し

た
の
が
征
利
氏
で
あ
る
。

誠
実
と
努
力
で
家
業
を
守
る

　
「
社
是
は
、
こ
の
社
長
室

に
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
〝
誠

実
努
力
〞。
そ
れ
を
私
は
父

親
の
背
中
か
ら
教
わ
っ
た
。

征
利
の
日
常
を
端
的
に
表
現

す
れ
ば
、
読
む
、
飲
む
、
祈

る
と
い
う
３
つ
。
少
年
時
代

か
ら
歴
史
や
科
学
の
本
に
親
し
み
、
長

じ
て
は
酒
に
癒
し
を
求
め
、
人
智
で
は

は
か
れ
な
い
存
在
を
敬
う
」

　

１
９
３
７
年
生
ま
れ
。
立
川
高
校
、

明
治
大
学
商
学
部
に
学
び
、
東
京
い

す
ゞ
自
動
車
（
現
い
す
ゞ
自
動
車
首
都

圏 

）
に
就
職
。
20
代
後
半
で
実
家
に

戻
り
、
交
運
社
の
経
営
に
参
画
し
て
い

く
。
そ
の
後
、目
の
病
が
進
行
し
た
が
、

い
ま
で
も
月
１
度
の
朝
礼
は

欠
か
さ
ず
現
場
と
向
き
合
っ

て
い
る
。　

　
「
と
に
か
く
交
運
社
と
田

村
家
を
守
り
抜
く
こ
と
に
対

し
て
は
誰
に
も
負
け
な
い
執

念
を
持
っ
て
い
た
。
父
は
同

族
会
社
こ
そ
日
本
的
経
営
の

長
所
と
考
え
、
社
員
も
家
族

と
い
う
考
え
方
も
終
始
一
貫

し
て
変
え
て
い
な
い
。
ぶ
れ

な
い
経
営
で
時
代
の
波
を
乗

り
切
っ
た
」

　

こ
う
し
た
姿
勢
は
社
会
的
貢
献
の
追

求
に
も
つ
な
が
る
。
こ
れ
は
ネ
ッ
ツ
ト

ヨ
タ
多
摩
を
中
核
と
し
た
Ｓ
＆
Ｄ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
共
通
目
標
で
も
あ

る
。日
頃
か
ら
店
舗
周
辺
の
清
掃
活
動
、

環
境
保
護
の
た
め
の
植
林
、
交
通
遺
児

や
被
災
地
へ
の
支
援
な
ど
に
幅
広
く
取

り
組
む
。　
　
　
　
　
　
【
岡
村
繁
雄
】

先代の仕事と教え

■ 10■

ネッツトヨタ多摩  田村勝彦氏 

感染症対策に役立てて
オゾン室内用除菌消臭器

オゾン室内用除菌消臭器を田村町長（中）
に渡す香山工場長（左）と齊藤社長（右）

庭
な
ど
広
く
利
用
で
き

る
。
こ
れ
ま
で
３
０
０
０

台
を
出
荷
し
て
い
る
。

　

田
村
町
長
は
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
は

落
ち
着
い
て
い
る
が
、
６

波
へ
の
備
え
は
必
要
。
３

密
回
避
な
ど
基
本
的
対
策

と
共
に
い
た
だ
い
た
除
菌

消
臭
器
な
ど
を
活
用
し
対

策
し
た
い
」と
感
謝
し
た
。

齊
藤
社
長
と
香
山
工
場
長

は
「
コ
ロ
ナ
対
策
を
含
め

地
域
住
民
の
健
康
維
持
に

活
用
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ

し
い
」と
口
を
そ
ろ
え
た
。

 　
　
　
　

■

　

ケ
イ
・
ワ
イ
・
ラ
イ
ト

は
感
染
拡
大
時
期
の
昨
年

春
か
ら
、
同
社
が
持
つ
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
利
用

し
、
全
国
で
不
足
す
る
フ

ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
や
飛
沫

防
止
の
ア
ク
リ
ル
パ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
の
製
作
な
ど
を

手
掛
け
て
き
た
。
フ
ェ
ー

ス
シ
ー
ル
ド
は
齋
藤
社
長

が
会
員
と
な
っ
て
い
る
東

京
秋
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
か
ら
あ
き
る
野
、
日
の

出
、
檜
原
の
３
市
町
村
と

公
立
阿
伎
留
医
療
セ
ン
タ

ー
な
ど
に
贈
ら
れ
、
器
具

が
逼
迫
す
る
現
場
で
喜
ば

れ
た
。

　

今
回
も
地
元
に
貢
献
し

た
い
と
齊
藤
社
長
が
、
長

野
工
場
が
あ
る
茅
野
市
な

ど
に
寄
贈
実
績
が
あ
る
オ

ー
ク
製
作
所
に
声
を
掛
け

両
社
が
共
同
で
贈
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

オ
ゾ
ン
室
内
用
除
菌
消

臭
器
は
、
あ
き
る
野
市
の

自
治
会
な
ど
で
導
入
す
る

動
き
が
あ
る
と
い
う
。
消

臭
効
果
が
極
め
て
高
い
の

で
、
用
途
は
幅
広
い
と
い

う
。

　

ケ
イ
・
ワ
イ
・
ラ
イ
ト

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
不
活
化
効
果
の
あ
る
抗

ウ
イ
ル
ス
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
、
ダ
イ
ナ
ニ
ウ
ム
の
施

工
に
も
取
り
組
み
出
し
て

い
る
。
接
触
感
染
リ
ス
ク

を
低
減
す
る
こ
と
が
で
き

る
ナ
ノ
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
触

媒
を
成
分
と
し
た
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
で
、
使
用
す
る
液

剤
は
２
時
間
で
99
％
以
上

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

を
不
活
化
さ
せ
る
と
い

う
。
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ａ
（
一
般
社

団
法
人
抗
菌
製
品
技
術
協

議
会
）
の
抗
ウ
イ
ル
ス
規

格
、
抗
菌
規
格
な
ど
を
取

得
し
、
人
体
へ
の
安
全
性

も
確
認
し
て
い
る
。
い
ず

れ
の
製
品
も
問
い
合
わ

せ
は
０
４
２
（
５
８
８
）

５
６
７
０
ま
で
。

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」

（
11
〜
17
日
）
に
合
わ
せ
、

青
梅
税
務
署
（
庵い
は
ら原

哲
也

署
長
）
は
、
青
梅
市
東
青

梅
の
同
署
で
納
税
協
力
、

租
税
教
育
な
ど
の
功
労
者

に
表
彰
状
を
贈
っ
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
の
は
東
京

国
税
局
長
表
彰
に
輝
い
た

青
梅
間
税
会
会
長
の
田
村

実
さ
ん
（
70
）
ら
12
人
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
で
、
表
彰
式
は

所
属
す
る
会
ご
と
に
分
け

て
実
施
さ
れ
た
。
田
村
さ

ん
は
、
青
梅
間
税
会
会
長

と
し
て
税
知
識
の
普
及
な

ど
に
精
力
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ

た
。
他
の
受
賞
者
は
次
の

皆
さ
ん
。
敬
称
略

　

▼
青
梅
署
長
表
彰
＝
青

梅
法
人
会
副
会
長
・
吉
岡

一
三
、
同
理
事
・
酒
井
透
、

同
常
任
理
事
・
高
野
真
人
、

青
梅
間
税
会
副
会
長
・
小

作
和
浩
、
東
京
小
売
酒
販

組
合
副
支
部
長
・
塩
野
恵

司
▼
同
感
謝
状
＝
青
梅
法

人
会
常
任
理
事
・
小
林
英

雄
、
同
常
任
理
事
・
栗
原

宏
二
、
同
常
任
理
事
・
瀬

古
毅
、
同
理
事
・
井
上
忠

雄
、
同
常
任
理
事
・
小
作

敏
之
、
青
梅
間
税
会
常
任

理
事
・
井
草
誠
。

納税表彰に 12人　青梅税務署管内

東京国税局長表彰の田村さん

庵原署長（右から 3人目）から表彰
を受けた田村会長（同 2人目）ら青
梅間税会の皆さん


